
安心してコロナ病棟業務に従事する為の教育体制の構築 

～経験からの学びを活かし取り組んだこと～ 

稲城市立病院 ５階東病棟 福山麻衣子 齋藤倫子 黒石理  

１．はじめに 

当院は令和２年４月に一般内科病棟をゾーニングし、新型コロナ感染症患者を受け入れる

こととなった。コロナ病棟勤務看護師は、既所属の看護師であり、全員が感染病棟での業

務経験はなかった。当院で作成された「新型コロナウイルス患者受け入れ基準」に基づき

行動レベルの病棟マニュアルを作成し、工夫やアイディアを出し合いながら試行錯誤し、

スタッフ一丸となり最善の看護に取り組んだ。コロナ病棟は、1 年間同じスタッフで運営し

てきたが、コロナの終息が見えない状況に心理的疲労感の訴えや看護のジレンマに心を痛

めるスタッフがでてきた。そこで本年４月から定期的な人事異動（以下ローテーションと

称する）を行うこととなった。ローテーションを行うことは、メリットも大きいが負担が

あることも事実であった。そこでこれまでのコロナ患者対応の経験やスタッフが感じた思

いをもとに、起こり得る問題を予測し、異動者が安心して業務を習得することができる教

育プログラムを作成した。同時にコロナ患者とその家族対応で感じたジレンマに対するケ

アの充実や、メンタルヘルスケア対策等を整え教育及びサポートを行った。結果チーム全

体で安心して業務に従事することが出来たためここに報告する。 

２．活動内容 

（１）異動者教育プログラムの構築 

①異動スタッフに対しての目標設定 

コロナ病棟では、一般病棟とは異なる業務体制であり、看護補助者やクラーク業務等の全

てを看護師が担うことから、業務や病棟環境一つひとつに不安を感じる。そのためまず、

オリエンテーションの内容を細部にわたり項目化して充実を図った。また一般病棟のよう

に複数の看護師で観察やケアを行うことが少なく、エリア内看護師が一人でケアにあたる

ことも多い為、看護師のスキルを考慮し、目標設定はラダーごとに作成した。（資料１参照）
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②自立までのサポート体制 

初回のコロナ患者対応時は、想像以上に緊張や不安を抱くことから、自立までのサポート

スケジュールを作成し、指導者は副師長、主任を含むラダーレベルⅣ以上のスタッフが担

当した。新たな業務やコロナ病棟特有の業務は、文面だけでは伝わらないこともあった。

必ず実際に見学体験を行うことを徹底した。またコロナ対応は、感染状況に応じて急速な

変化を強いられるため、根拠を考え理解し行動することが何より重要であり、具体的な事

例を用いながら根拠に基づいた指導に心掛けた。その一つとして、当初から業務開始前や

間違えやすい箇所をまとめ定期的に実施したテストは、スタッフの認識の違いや理解不足

を確認する有効な手段となった。ローテーション後も実際業務に就く前には、業務ごとの

ポイントをまとめたテストやコロナ病態テストを実施し、正しい知識を継続的に身に着け

るよう計画した。（資料２参照） 

 

③スタッフへの教育、各部署の主任への協力 

指導者によって指導方法や指摘が違うことは、異動者の不満やストレスになっていたこと

から、異動者教育プログラムの目的・目標を指導者に伝え、同じ指導ができるように病棟

マニュアルを定期的にアップデートした。またローテンション開始から 1 ヵ月後に、異動

者と指導者から教育方法について聞き取り調査を実施し、評価修正を行った。また聞き取

り調査を行ったことにより異動前の不安が想像以上に大きいことがわかった。コロナにつ

いてどんな事前学習をすればよいのか？ＰＰＥで看護ケアする不安や病棟の様子が全くわ

からなかった等の声が聞かれた。このような異動前の不安に対し、ＰＰＥ着脱方法などに

ついては、感染管理委員の協力を得て動画にまとめ全病棟スタッフが学習できるようにし、

コロナ病態と看護については、既存メンバーの学習会資料を用いて、異動後から学習計画

を立てた。また異動前にコロナ病棟内を見学ができる機会を設けた。これらを含めコロナ

病棟の情報を各部署の主任へ提供し、異動者の不安に対するサポートの協力を依頼した。 

④過去のインシデントからの学び 

インシデント事例と対策を一覧にし、情報共有を行った。コロナ患者受け入れ当初、初め

ての業務が多く、コロナ病棟特有のミスの発生があり、スタッフは心を痛め、メンタルヘ
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ルスに影響した。予測できるインシデントの再発予防として指導プログラムに組み込んだ。 

（２）コロナ禍における看護ケアの充実 

制約された環境においても、看護師として何ができるかを試行錯誤し、最善を尽くし看護

に取り組み、得た成果を伝えることが重要と考え以下の取り組みを伝えた。 

①全人的な看護 

第 1 波当初は感染予防を最優先としたケアが求められたが、新たなエビデンスと看護師の

感染対策のスキルアップが図れたことにより、効率よく安心して業務が行えるようになっ

た。その結果、感染予防重視の看護だけではなく、患者を全人的に捉え、個別性ある看護

計画、リハビリ、退院調整、倫理カンファレンス等の看護展開を行い看護の充実に努めた。 

②患者・家族に寄り添った看護 

・家族へ電話連絡 

医師からの説明の受け止めの確認や情報収集だけでなく、患者の様子や行っているケアを

家族に伝え、更にまた患者に家族の思いを伝えることで、患者と家族間のみならず医療者

側にも想像以上に良い結果をもたらし、患者家族と医療者側との関係構築に繋がった。 

③モニター面会の実施 

看取りとなる患者に対しては、家族からの手紙や花、写真等を受け取り、患者に家族の言

葉を伝えることで、直接会えない家族の思いを感じられるように心掛けた。 

（３）メンタルヘルスケア 

コロナ対応当初は、誰もが初めての経験で、思うような看護が行えず自信を無くすことも

あった。誰もが 1 年生という気持ちで、看護師経験に捕らわれず、アイディアを出し合い

相談し合える様なチームワークが重要であった。またコロナ対応の不安よりも、看取った

患者や重症化した患者に対して、もっとできたことがあったのではないかなどと、本来の

看護の力が発揮できずジレンマや感情的に心を痛めるスタッフの声が聞かれるようになっ

た。その為メンタルヘルスケアの重要性を感じ、セルフケアやラインケアを中心に取り組

みを行った。 

①メンタルヘルスについての学習  

必要なメンタルヘルスについて学習し、その重要性や方法についてスタッフへ講義した。     

②メンタルセルフチェックの実施 

メンタルヘルスチェック表（日本赤十字社 COVID-19 対応者のためのストレスチェックリス

トを参考）を使用し、異動時・面談前・ストレスを感じた時にチェックを行った。またチ

ェックリストに触れることで、他のスタッフの精神面に対して気にかけるきっかけになる

ことも期待した。 

③２ヵ月に１回面談の実施、ラインケア 

師長、副師長、主任でスタッフ面談を実施した。面談担当は、上司との相性も考慮し計画

的に行った。面談内容は、師長、副師長、主任で情報を共有しスタッフのメンタル状況を

把握し必要があれば、再度面談を行った。 



④モチベーションの向上 

患者から嬉しい言葉を聴くこ

とは大きなモチベーション向

上につながった。嬉しい出来

事や頂いたお手紙は、スタッ

フの目につくところに表示し

た。また異動後業務になれた 1

ヵ月後頃にコロナ対応者特有

のメンタルヘルスの内容と対

処法、コロナ禍で得た看護をま

とめ紹介した。（資料３参照） 

３．まとめ 

初めての新型コロナウイルス

感染症患者対応に失敗するこ

とや落ち込むこともあったが、

実践可能なケアを模索し、患者

や家族に寄り添い、工夫やアイ

ディアを出し合い最善の看護

に取り組んできた。コロナ患者の看護ケアは容易ではないが、看護の質の向上を実感して

いくことは、看護師のやりがいや達成感に繋がった。この経験をもとに安全に安心して業

務が出来るよう教育体制の構築に取り組んだ。ローテーションは、メリットも大きいが異

動者はもちろん指導者にも大きな負担が強いられた。主任として両者の意見を何度も聴く

こと、お互いの思いや意見の架け橋となる調整を地道に行うことはとても大切であった。

またメンタルヘルスについては、師長、主任であっても専門家ではないが、当初のことを

思うと自分たちを支えてくれたのは、お互いを思いやる言葉がけ、院長や看護部長はじめ

他部署のスタッフの温かい言葉、資材確保や他部署の協力に師長が懸命になっている姿、

そしてチームの明るさだったと思える。当院では、精神科医や心理士はいないがその経験

からラインケアの充実、チームワーム強化を中心に取り組んできた。新型コロナウイルス

感染患者を受け入れた一年の経験をもとに作成した異動者教育プログラムは、今後も課題

や修正が必要ではあるが、定期的なローテーション開始から現在までスタッフが健康で一

丸となってコロナ対応に従事できている基盤となったと考える。 

４．おわりに 

今回、スタッフが体調を崩すことなくチームワークを維持し、起こりえる問題を予測した

危機に対応ができたことは主任としての重要な経験となった。当院では、今現在までスタ

ッフが健康で院内感染を起こすことなく従事できたのは、病院全体の協力が得られたから

だと感謝したい。そしてこの経験を活かし、今後の看護発展に尽力していきたい。 

・入院中の患者さんにとって、看護師は最も身近で頼りの存在です。
短い時間の中で患者さんの個別性を考え、工夫し寄り添ってきました。

・70代男性、中等症肺炎、酸素療法、ステロイド使用し著効、入院20
日目退院時期の検討がされた頃夜間微熱がみられ、入院23日目39度台
の発熱、酸素再開、ＣＴ上新たな肺炎像確認されステロイド再度使用。
（よくなってほしい祈るような思いで看護師も対応しました。）
入院50日目無事に自宅退院となりました。その患者さんが残してくれ
た言葉です。

できないことしてあげられないこともありますが、
できることを協力して最大限にって考えてやっていきましょう♪
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